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●２日，行政省は，９月１１日実施の議会議員選挙の登録有権者数を３７９万９，６０９名と発表。

その内，在外クロアチア人有権者数は，３万４，８４８名となった。 

●１１日，クロアチア議会議員選挙投票実施。１２日，国家選挙委員会は，今次選挙の開票結果

（開票率１００％）を発表。クロアチア民主同盟（ＨＤＺ）が６１議席（一部選挙区において小政党と協

力。在外投票分２議席を含む。）を獲得して比較第１党となった。比較第２党に社会民主党（ＳＤＰ）

率いる「国民連合」が５４議席，比較第３党にＭＯＳＴ（独立候補者リスト）が１３議席を獲得した。 

●１２日，ミラノビッチＳＤＰ党首（前首相）は臨時記者会見開き，ＳＤＰ党規約に基づき議会選挙後

１５０日以内に実施される次期同党党首選に出馬しない旨発表。同日，ピツラ欧州議会議員（ＳＤ

Ｐ選出）及びオストイッチ副党首（前内相）が党首選への出馬を表明した。２３日，ＳＤＰ幹部会は，

同党党首選を本年１１月１９日に実施する旨決定。 

●１７日，スプリット（当国南部）において，国家安全保障会議（ＮＳＶ）開催。移民問題への対応及

びＮＡＴＯサミット等の機会にクロアチアが公約した責務を果たすことにつき確認した。 

●２６日，ザグレブ行政裁判所は，本年６月１５日にカラマルコ前ＨＤＺ党首の利益相反を認めた

利益相反委員会の決定を合法とする旨裁決。 

●２６日，官報に１１日実施の議会選挙の公式最終結果が掲載され，翌２７日，フルバティン国家

選挙委員会委員長は，公式最終結果をグラバル＝キタロビッチ大統領に提出。これにより，首班

指名獲得のための大統領と各党との協議が開始されることとなった。 

●２８日，大統領府において，新政府発足に係わる第１回目の協議実施。グラバル＝キタロビッチ

大統領は，今次協議において議会過半数（７６議席）の支持を得た首相候補はいなかったとし，首

班指名を見送った。第２回協議は１０月１０日に実施予定。 

 

 

 

●１日，コバチ外務・欧州問題相は，独ポツダムで開催された欧州安全保障協力機構（ＯＳＣＥ）非

公式外相会合に出席。 

●２日，クロアチア要人は，スパイ容疑のためセルビア当局がクロアチア人（セルビアとの二重国

籍）チェド・チョロビッチを逮捕したことについて，右事実関係を否定。６日，ベオグラード高等裁判

所は，チョロビッチ氏側から提出された司法取引に応じ，禁固３年を宣告した。 
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●２－３日，コバチ外務・欧州問題相は，ＥＵ非公式外務理事会出席のため，スロバキアを訪問。 

●５日，グラバル＝キタロビッチ大統領は，スロベニアで開催された第１１回「ブレッド戦略フォーラ

ム」に出席。 

●７日，グラバル＝キタロビッチ大統領は，シゲトバール（Szigetvar）の戦い４５０周年記念式典出

席のため，ハンガリーのシゲトバール要塞を訪問。ニコラ・シュビッチ・ズリンスキ（クロアチア人総

督であり，シゲトバールの戦いにおいて，オスマン帝国の侵略からオーストリア大公国を守った人

物）像の除幕が行われた。 

●７－８日，ブリェビッチ国防相は，国連平和維持国防相会合出席のため，ロンドンを訪問。クロア

チアは国連平和維持軍に参加する技術部隊（engineering unit）を結成する旨発表。 

●９－１０日，グラバル＝キタロビッチ大統領及びオレシュコビッチ首相は，当国訪問中のバルソ

ロメオス１世（Bartholomew I）コンスタンチノープル総主教と会談。宗教間対話の重要性につき意

見交換。 

●１４日，プレンコビッチＨＤＺ党首兼欧州議会議員は，ＥＵ・ウクライナ議会連盟委員会議長として，

仏ストラスブールにおいて，パルビー・ウクライナ最高会議議長と会談。また２１日にもキエフを訪

問し，パルビー・ウクライナ最高会議議長ら同国政府関係者と会談した。 

●１５日，旧リュブリャナ銀行によるクロアチアでの融資回収問題を巡り，スロベニア政府は，３億

６千万ユーロに上る損害賠償請求のため，欧州人権裁判所にクロアチア政府を提訴。 

●１６日，オレシュコビッチ首相は，ＥＵ２７か国（英を除く加盟国）による非公式首脳会合出席のた

め，スロバキアを訪問。 

●１７日，スプリット（当国南部）において，ＮＡＴＯ参謀総長級軍事委員会会合が開催され，グラバ

ル＝キタロビッチ大統領，ブリェビッチ国防相，シュンドフ・クロアチア軍参謀総長が出席。 

●１９日，国連総会出席のためニューヨークを訪問中（１９－２３日）のグラバル＝キタロビッチ大統

領は，難民と移民に関する国連サミットに出席。２０日，ポロシェンコ・ウクライナ大統領，ターンブ

ル豪首相，アバーディー・イラク首相とそれぞれ会談。２１日，国連総会一般演説を実施。また２２

日，国連総会の機会にクロアチアが主催した「平等な未来パートナーシップ」会合に出席し，女性

の経済・政治的エンパワーメントに関する会合の議長を務めた。 

●１９日，国連総会出席のためニューヨークを訪問中（１９－２３日）のコバチ外務・欧州問題相は，

難民と移民に関する国連サミットに出席。また２２日，同総会の機会に開催された「南東欧協力プ

ロセス（ＳＥＥＣＰ）」加盟国閣僚級会合の議長を務めた。 

●２４日，オレシュコビッチ首相は，難民に関する首脳会合出席のため，ウィーンを訪問。難民・移

民が移動するギリシャから独に至るバルカン・ルート上の国々（ギリシャ，ブルガリア，ルーマニア，

アルバニア，マケドニア，セルビア，ハンガリー，スロベニア，墺，独及びクロアチア）は，ＥＵ域外

国境管理を強化する必要性につき合意。本件会合に際し，オレシュコビッチ首相は，ディミトリフ・

マケドニア首相と会談。 

●２６日，コバチ外務・欧州問題相は，ラブロフ露外相と二国間電話会談を実施。クロアチア・露経

済関係の強化及びＢＨ情勢について意見交換。 

●２６－２７日，ブリェビッチ国防相は，非公式ＥＵ国防相会合出席のため，スロバキアを訪問。 
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●２９日，プレンコビッチＨＤＺ党首兼欧州議会議員は，ブリュッセルにおいて，ユンカー欧州委員

会委員長と会談。 

●３０日，グラバル＝キタロビッチ大統領は，今月２８日に逝去したペレス前イスラエル大統領の

国葬出席のため，エルサレムを訪問。 

●３０日，欧州委員会は，高速インターネット網設置費用３０％減のためのＥＵ指令を国内法に移

管していないとして，クロアチアを含めた１９ＥＵ加盟国に対し警告を発出。 

 

 

 

●５日，クロアチア・ウォーターはＥＵ結束基金を活用する上下水道管理システムを開発するプロ

ジェクトに合意したと発表。この合意により３．５億クーナが調達可能となり，年末までに更に２．９

億クーナが吸収可能となる予定。 

●８日，クロアチア統計局は２０１６年上半期の貿易統計を発表。本年前半の輸出入は前年同期

と比べて，各々３．４％，４．１％増となった。 

●１８日，クロアチアワインはノイシュタット（独）で開催される国際ワインコンクール，Mundus Vini

において，４つの金賞，１０つの銀賞を獲得した。同コンクールには３８か国からなる１５０の参加者

がおり，２２の最優秀金賞，７８４の金賞，９１５の銀賞が付与された。 

●２７日，シュヴァレク元ザグレブ経済研究所長は，ザグレブ株式取引所が主催した英国のＥＵ離

脱の影響に関する座談会において，英国との貿易量はクロアチアのＧＤＰの０．５％程度にすぎず，

また観光業に対しては為替変動（ポンド安）が主たる影響であるものの，それでもクロアチアの物

価は英国人には十分安価であることから，ともに大きな問題とはならないとの考えを示した。 

●２８日，地域開発・ＥＵ基金省は，欧州委員会がＥＵ基金より，オシエク川港バラ積ターミナル建

設プロジェクト（総額１，７３０万ユーロ）に対し，１５６０万ユーロを拠出する事を承認したと発表。 

 

 

 

（２０１６年月次データ，対前年同期比（除く失業率），政府統計局発表） 

輸出総額 

（７月） 

輸入総額 

（７月） 

貿易赤字 

（７月） 

工業生産高 

（８月） 

インフレ率 

（８月） 

失業率（登録制） 

（８月） 

＋１，５％ 

（510億クーナ， 

68億ユーロ） 

＋１．７％ 

（837億クーナ， 

111億ユーロ） 

＋２．１％ 

（326億クーナ， 

43億ユーロ） 

＋２．５％ 

（７月：１．２％） 

－１．５％ 

（７月：－１．５％） 

１３．１％ 

（７月：１３．３％） 

 

 

 

 
本クロアチア情勢は，クロアチアの政治・経済情勢を中心に各種報道，発表をとりまとめたものです

ので，記載事項については在クロアチア日本大使館の見解を示すものではなく，特定の団体・個人

の利益を代表するものではありません。 


